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北海遺檜山郡熊石村館平の変成岩（皿）

　　　　　　　　Kan01teの共生関係

　小林　英　夫
（島根大学文理学部地学教室）

　（1977・g・5　受理）

TheMetamorph1cRockofT包tehユra，SouthWestHokka1do，Japa皿　（u）

　　　　　　　　　　　　Parage皿艶es⑪f　K凱皿oite

H：姐eo　K0BAYAs亘I

　Kanoite劃）は，北海遣渡島半島熊石村館平に露出する石英閃緑岩により貫かれた先第三

紀変成岩（館平変成岩）から発見された。館平変成岩は，主として珪質粘板岩およぴ珪岩を

源岩とする変成岩からなり，それらの鉱物組み合わせから，homb1ende　hornfels　fac1esの

変成度で変成作用を受けたものと判断される（小林，1975）。館平変成岩は　般に，比較的

単調な構造を作りあげているが，ソーセージ構造をもつ変塩基性岩とマンガン鉱物に富む団

塊状岩塊の出現によって，それらの周辺部では局所的に複雑な構造を呈する。Kano並eは，

岩礁を作るマンガン鉱物に富む団塊状岩塊に発見される（第1図）。

　マンガン鉱物に富む岩礁からは，spessart1ne多Pyroxmang1te，manganoan　cum皿mgtomte，

sono11te　tephr01te　kan01te　ga1ax1te等多様なマンガン珪酸塩鉱物並ぴに酸化鉱物が産出す

る。岩礁内部の構造は，石英脈，炭酸塩鉱物脈により不規則に貫かれ，きわめて複雑で不明

な点が多い。kan01teを含むbandは，岩礁の西側斜面において，sono11te，tephro1teに富む

bandとpyroxlmang1teと血anganoancummmgtomteに富むbandに挾まれた厚さ数mm
の薄層を作る（第2，3図）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　鉱　物　共　生

　研磨面に示されているように，tephr01te　band，kan01te　band，Pyroxmang1te　bandは肉眼

でも容易に区別することができる（第3図）。

　sono1並e　bandは暗褐色ないし黒色を呈し，tephr01te　bandは灰色を，kan01te　bandは

赤褐色，Pyroxmang並e　bandは，紅色のpWo測①angiteの集合部とその間をうめる褐色の

註1）Kamlte（加納輝石）は，理想式（Mn2＋，1Mg）2S1206で表わすことができる単斜輝石で，筆者に

　　　より発見され，1977隼7月，国際鉱物掌連合新鉱物名委員会によって新鉱物としセ認定された
　　　（K0BAYAs副，1977）．
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　　　　　第1図　館平附近の地質図　K：上の国，T：館平，R：良留石，S：寿都。

伽anganOan　Cumm1ngtOniteに富む部分とからなる。

　sono1並e　bandとtephr01te　bandとは漸移関係にあるが，kano並e　bandとその両側のte・

phroitebandとpyrox1mang1te　bandとの境界は鏡い。

　以下，それぞれのbandについて説明する。
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第2図 kano1teを産出する岩礁の露頭。sono11te，tephr01te，kan01teは，矢印の部分に発見される。

第3図

TEPHR01TE　BAND

KANOITE8AND

PyROXMANGITE

　　　　BAND

Mn＿Cum

3c　m

kan01teを含む岩石の研磨面の写真とその説明。sono11te　bandはこの図にあらわ

れていない。それは，tephr01tebandにつついてあらわれる。

Somo1ite　bam迅

　鉱物組みあわせ

　sono11te＋carbonate＋9a1ax1te

　sono11tebandは，比較的粗粒（1mmズ2mm）なsono11teとcarbonateと細粒（03mmx

03mm又はそれ以下）のgaIax1teからなり，9ranob1ast1ctextureを示す。全体として方向

性に乏しいが，9a1ax1teの規則正しい乎行配列により，褐色の縞状組織があらわれることが

fig111201.pdf
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tephro並e（1），9aユax1te（2），kan01te（3），spessartme（4）およびmangaman　cum㎜敏on1te

（5）の分析値。分析1，2，4およぴ5はEPlMAによる。（分析者，田崎耕一）、

　＊FeはFeOとして表示。

＊＊MnはMnOとして表示。

＊＊＊通常の分析方法恒よる（分析者，飯泉滋）。分析1は3ケの平均値。分析2は6ケの平均値，

　　分析3は3ケの平均値，分析4は2ケの平均値。分析5は3ケの平均値。

ある（第4図，a，b）。sono11teは双晶していて，その双晶形式はYosHINAGAにより記載さ

れた花輪鉱山産のsono11teの双晶形式と同じである（Yos醐NAGA1953）。9alaxiteは鏡下で

は淡黄色である。

　丁理㎞＝o趾e　b鋤岨

　鉱物組みあわせ

　　tephr01te＋9alax1te＋carbonate

　このbandは，sono11te　bandとおなじく9ranob1ast1c　textureを示す。tephroiteは等

粒で，1ono11te　bandに近い部分で1ま比較的粗粒（径05㎜～α8㎜）であるが，kano1te

b狐dに近接し嫡分では，巾数㎜の範囲で，細粒（03㎜）となり，研磨面の色調は暗

灰色となる。

　ga1axiteはtephr01te　bandでも平行に，濃集して配列する。褐色のga1axiteの平行配列

は，tephr01te　bandとkan01te　bandの境界に平行である。

　tephr01tebandに含まれるtephroiteと9a1ax1teの化学組成は，第1表に示したとおりで

ある。

選二塾盟⑪脆e　b盈醜砥

鉱物組みあわせ

　kan◎ite＋spessartine＋醐ang争noan

　　　　cun■mington1te＋（Pyro苅nang1te）

ζのbandは主として細かい（α1伽m×α1肌m）kanoiteとspessartineのgranobksticな
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集合からなり，副次的にmanganOanCumm1ngtOmteがともなう。manganoanCu㎜ingto－

n1teの量は一定ではなく，Pyroxmang1te　bandに近づくと増加する傾向がある。kan01te

bandに含まれるPyroxmang1teの結晶は，他の共生鉱物に比して粗粒で，鉱物の相互関係

から考えて，これは残晶であり，kan01te，spessartmeおよぴmanganoan　cum㎜ngtomte

によりその縁辺が置換された残晶と判断される。

　kan01teおよびこれと共生するspessartineならびにmanganoan　cummmgtomteの分析

値は第1表（3，4，5）に示されている。

　以上のべたsono11teヲtephr01te　kan01te　bandは，成因的に密接な関係をもっている、

　p皿⑪醐鋤g童梅b鋤画

　鉱物組みあわせ

　　pyroxmang1te＋manganoan　cummmgtomte　　　　　　　　　　　　　　、

　このbandはcarbonate∀emやquartzvemにより切られ，上述のsono1ite　band　tephr吐

並e　band，kan01te　bandより複雑な組織をもつ（第3図）。この鉱物組みあわせは，本岩礁の

主体を作り，とくに，Pyroxmang並eの巨晶の集合物に富むことが注目される、巨晶Pyrox－

mang1teの集合部はmanganOanCu㎜1ngtOn1teに富む部分につつまれて，レンズ状の形態

を示す。またmanganoan　cumn1ngtomteは，Pyroxmang1teの集合部を，網目状に貫くこ

ともある。これらのことは，巨晶Pyrox1mang1teの形成後に，別の条件下で1manganoan

Cumm1ngtOn1teが形成されたことを推測させる。

　すでにのべたように，館平変成岩は，全体として、これを貫く石英閃緑岩体の熱変変作

用の産物にあり，kan01teを含む岩礁の主体を構成するPyroxmang1teは，この変成条件

（homb1ende　homfe1s　fac1es）で形成された変成鉱物であろう。このはあい，そこに形成さ

れたものが，Pyroxmang1teであって，rhodomteではないことは注目すべき事実である◎

K鯛⑰並eの生成条件にっいての二⑧三の考察

　　般に，c11noenstat1te－c11noferros111te系列の鉱物の天然における出現は稀である。kano－

1teは，c1moenstat1te一単斜MnS103の系列の中間に位置する鉱物であって，その存在が最

近まで確認されなかった原因の一つは，この系列の鉱物の稀少性にあるのであろう。この種

鉱物が稀にしか発見されないことは，同種の鉱物の生成条件との比較において，kanoiteの

生成条件を明らかにすることを困難にする。

　それぞれのband。の説明でのべたように，kanoiteは，sono11te　band　tephroiteband一と

密接な関係をもっている。したがって，kan01teの生成条件は，sonoliteの生成条件から推

論することができそうである。

　sono1iteは，花輪，加蘇，五白井，和木などの諾鉱山から産出が報告されて1いる6．1一ごれ1ら

の産状は多様であるが，いずれにおいても，sono11teと共生する鉱物として，rhod㏄㎞os並e，

tephr01te，spessartmeが記載されており，その共生関係は館平のそれとほぼ同じである。し

たがって，館平のsom11teの生成条件，ひいてはkan01teの生成条件は，上記諸鉱山におげ
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るsono11teの生成条件に対応するものと考えられる。

　上記諸鉱山は，いずれも花簡閃緑岩，角閃石黒壁母花聞岩，黒雷母花闘岩の接触変成域に

あり（YosHINAGA，1963），sono11teはこの変成域において，多少晩期になり，（OH），H20，

C02の働らいた湿った条件での産物であると考えられている　（吉村，1967）。すなわち，酸

性深成岩体の併入にともなう接触変成作用に続いて生じたhydrothema1条件が，sono11te多

kan01teの生成条件として考えられる。

　一方高圧条件下での合成実験は，単斜輝石の三斜輝石（pyroxen01d）への転移註2）の条件

を明らかにしている。

　Kan01teの端成分，MnS103，の単斜与三斜転移の条件は，AKIM0T0とSY0N0により明

らかにされた（AKIM0To＆SY0N0．1972）。またkan01teとほぽ同一組成をもつ単斜輝石は，

桃井により，hydrotherma1の条件（P亘、・＝P鮒、・＝2kb，600◎C）で合成された（桃井，1973）。

いずれの実験においても，単斜輝石は，それに対応する三斜輝石の低温，高圧側におげる安

定相であることを示している。sono11te形成の地質学的条件から推論されるkan01teの生成

条件と，合成実験の結果から引きだされる生成条件とは矛盾しない。本地域においては，

1）石英閃緑岩体の避入にともなう熱変成作用。その最高潮時におけるマンガン団塊状岩塊

でのpyroxmang1teの形成　2）接触変成作用におくれて生じたhydrotherma1条件下におけ

るsono11te，kan01teの生成という形成史を設定することが出未る。

　以上のことから，今後，Pyro醐ang1teを含むマンガン鉱床において，hydrotherma1の影

響をうけたところに，kan01teが発見されるであろうことが予測される。
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註2）Kan01teは単斜輝石に属し，これと共生するPyro区mang1teはPyroxen01dに属する。


